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思考力 ･表現力を育む算数科の授業づくり
-第2学年 ｢減法の逆思考Jの実践を通して-
研究の要約
西林 哲郎*
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OECDのPIS^ 調奄などにおいて,思考力 ･判断力 ･表現力等を問う読解力や記述式問頓,知識 ･技
能を活用する問越に課越があるという分析結果が出された｡これは,これまで知識や技能の定着と思
考力の育成とをバランスよく指導することが求められてきたにも関わらず,多くの授業が知識や技能
の定着を重視した実践がなされてきたことを表していると考えられる｡そこで,本研究では,第2学
年 ｢減法の逆思考｣の授業実践を通して,思考力 ･表現力を育む罪教科の授英の在り方を探った｡
1 はじめに
平成20年3月,新しい小学校学習桁導要領が
公示された｡今回の弟数科の改育丁は,中央教育
審激会の答申に示された辞教科 ･数学科の改善
の基本方SI-(以下 r芽教科改訂の基本方針))を
受けて行われた｡そこでは,次の四つの重点内
容が示されているe
①昇敬的活動 ･数学的活動の一層の充実
②基礎的 ･基本的な知殊や技能の確実な定着
③数学的な思考力 ･表現力の育成
④学ぶ意欲の向上
このように数学的な思考力･凄現力の育成は,
井教科がねらう重点項目の一つに挙げられてい
る｡それは,数学的な思考力 ･顔現力が,合理
的,論理的に考えを進めるとともに互いの知的
なコミュニケーションを図るために虚要な役割
を果たすからである｡算数的活Fdihの一つの桟と
して考えたことなどを表現したり説明したりす
る活動が位置づけられていることからもその重
要性がうかがえる｡
2 算数科において育てたい思考力･表現力
自分の考えを表現することで筋道立てて考え
を進めたり,よりよい考えを作ったりすること
ができるようになることから,数学的な思考力
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と表現力は,互いに補完し合う関係にある｡
(1)第教科において育てたい思考力
井教科改訂の基本方針では,充実させたい
指導内容や活動として,次の二つを挙げてい
る｡
(∋ 吉葉や数,式,図,衣,グラフなどを適
切に用いて問題解決をすること
② 根拠を明らかにし筋道立てて体系的に考
えること
②については,問席を解決したり,判断や
推論したりする過程において重要な働きをす
るものとして,次の三つの数学的な思考を具
体的に取り上げている｡
ア)帰納的な考え
イ)類推的な考え
り)演襟的な考え
(2)昇教科において育てたい表現力
恭教科改訂の基本方針では-育てたい表現
力として,次のことを挙げている｡
○ 言葵や数,式,軌 表,グラフなどの多
様な表現方法を用いて自分の考えを分かり
やすく説明したり.互いに自分の考えを&
現し合ったりすること
また,このようなことができるようにする
ために,言葉や数,式,図,義,グラフなど
の多様な表現方法の相互の理.解を凶る活動を
充実させることも求めている｡
3 思考力 ･表現力を育む授業の工夫
思考力 ･表現力を育む授業づくりを考えるに
あたって,問題解決の授業を基本としながら課
題把握 ･自力解決 ･練り上げの3つの学習過程
を工夫することを考えた｡
(1)問題提示の工夫(I) テープ同を読み取る活動の投定
本単元において用いられる数学的な表現方
法を 一般的な授業の展開に沿って態すと,問
越文一テープ図-式になることが多い (提示
された問増文を読み取って,その数瓜関係を
テープ図に表わし,テープ図を苑-1こ式を考え
る)oしかし,本実践においては,テープ凶一
問趨文･L-式という流れを柵想したJそれは,
逆思考の問題を解決するには,テープlj(]の役
'Lrlが大きいと考えたからである.テープ団を
かくは軌だけでなく,テープ岡を品たみ収る描
軌を設定することで.テープ図と間頓文 ･式
との関連付けから相互U)埋鮒を深めるととt,
に,問題を上り把握することができると考え
たO
(2) 条件不足の問昏提示
閑地として提示するチーフ図0)-･部分 (2
iLtU)JT=u)部分)をあえて示さないことにした
(図 1).これは,児塩がテ一一ア閲から間越境･
図1
両の放牧rW係をとらえて破算決定をする際,
2柵の苑が分からないと求める佃を導きLbす
ことができないことに気付かせること,つま
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り筋道立てて考えることにつながると考えた
からである また,この2茄の差を強調する
こともできると考えた｡
(2)自力解決の工夫
(D 問題文を4文でよすこと
テープ図から読み取った問壌場面の数丑関
係を文章に衷することは,子どもにとって困
難な活動ではないかと思われるOそこで,翠
元を通して問題文を4文で表すことにLt/こ
4文で表すことで,問題文の定)B化を岡り,
問題文を考える活動を容易にすることができ
ると考えたOまた,問題場而の敬凪関係 (条
件及び求めること)を明らかにし,チ-7U図
との関連付けを図りながら逆思考をより働か
せることができると考えた｡
例えば,問題を次のような4文で示した｡
少赤いとびぽこと17-いとびぽこがあります_
②赤いとびぽこの高さは80cmですL.
(む赤いとびぽこは,青いとぴぽこより20cm
高いそうです｡
㊨-(17'いとびぽこはなんcmですかO
【教科潜の記述】
赤いとびぽこ(I)前さは80cmです 赤いとび
ぽこは,7'Fいとぴげ二.Lり20cm高いそうで
す｡
吊 ､とびげこはなんcmですか｡
(3)練りl･げの工夫
(D .式とテープ図 ･問題文とを関連付けながら
説明する所動の設定
自分の考え(立Jtの根拠)を説明させる際,
音盤だけで説明する0)でrt.聞き手とって分か
りにくいだけでなく,多様な表現力を育むこと
ができないのではないかと思われる｡そこで,
黒板に掲示しているテープ図 ･問題文を帰して
式との関越†小ナながら説明するようにし才一,≡
つの表現方位 (式 ･岡 ･文)を関連付けながら
説明させることで,テープ図 ･問題文 ･式の相
互の理解を深め,筋道立てて考えたり説明した
りする力を育むことができると考えた｡また,
テープ図は演算決定に役立つだけでなく,説明
する際にも有効であることを児恵自身が感じ
られるようにしたいと考えた｡
4 単元構成一第2学年 ｢ちがいをみて｣-
(1)単元目標
･進んで数丑の関係をテープ図にかき,違い
に者目して問題を解こうとする.
【関心･意欲･態度】
･2つの数iR･があって,一方の数Etが多いと
いうことは,他方の数出が少ないことであ
るというように,逆に考えることができるo
【数学的な考えjJr】
･2つの数缶の速いを比べやすいように左仇IJ
をそろえて2本のテープ図に薮すことが
できる｡
【表現 ･処理】
･求大 ･求小の逆思考の場面を知り,2つの
数LT1-の違いに着日することを理解する,
【知徽 ･理解】
(2)単元計画 (ねらい)
[第1時] 2つの赦Litの違いに者nL, 一
万が多いということは,他方が差
の分だけ少ないと考えて,問題を
解くことができろ.
[第2時] 数丑の関係をテープL父=こ-Rすこ
とができる｡
[第3峠] テープ図から2つの数花 a)関係
を読み取り,問題文を作ったり桝
いたりすることができる
(3)授某の実際 (第3時)
① 本時の目標
テープ図から2つの数丑の関係を読み取み.
問題文を作ったり解いたりすることができるC
② 本吋の展開
【課題をつかむ場面】
○テープ図を読み取る活動の設定
T ｢(テープ図を提示して)解けますか｡｣
C｢月利ナる｡｣
C l解けない｡｣
T rどうして解けないの｡｣
C ｢文章が何も逝いていないから解けない｡｣
C ｢2組の後ろのところがないから解けない｡｣
T｢いいところに気が付いたね｡ここは3人です｡｣
T｢これで解けるかな｡｣
C ｢････｡｣
T ｢Aさんが言ったように,まずテープ図からrul
超文を考えて,それから解いていこうれ ｣
(めあて ｢テープ国から問題を考えてとこう｡｣
の提示)
【自力解決の場面】
○問題文の4文牽化
T ｢問題文は番けそうですか｡｣
C ｢- -｡｣
Trみんなでヒントを考えよう｡どんなことが分
かりますれ ｣
C ｢ここに (チ-フl東を持しながら)1組と2組
があります｡｣
c rl組は34人です｡｣
Cr2組の人数が分かりません｡｣
C ｢2組は1組より･-･U｣
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T rちょっと待った｡これぐらいで問題文はでき
そうですか｡｣
C ｢はい｡｣
(中略)
文革に表わすことが難しい児童には,下のよう
なカードを渡し,空欄部分に読み取った数故関係
を埋めさせるようにしたO
と がありますo
は ですo
は, より そう
ですo
は, ですかo
自力解決によって児走が考えた文章は,次の2
過りである｡
(ア)
･詔 ･iTB _._It,･i.= ･･
(4/41人)
(イ)と考えた児畠に対しては,次のような声か
けを行った,
T ｢『2組は1組より3人多いそうです｡』の文を
JR身させると,どんな文になりますかO｣
C｢1組は2組より3人少ないそうです｡!
*r変身させる｣とは.同じ意味で追う言薬でf<現
することを意味する｡この言葉は,児童が考えた
名前である｡
また,児立が考えた式は次の2通りであった｡
(ウ) 34+3-37 答え37人
(40/41人)
(エ) 3+37-37 答え37人
(1/41人)
【練り上げの場面】
○式とテ一丁凶 .間逸文とを関連付けて説明
T｢考えた問個文を発表してください｡｣
C｢1組と2組があります｡1組は34人いますoJ
C ｢1組は2組より3人少ないそうです｡2相 ま
何人いますか｡｣
C ｢2組は Lー組より3人多いそうですQJ
T ｢B君とDさん,どこがちがいましたか｡｣
C ｢B君は,1組は2組より3人多いといったけ
ど,Dさんは,2組は1組より3人少ないと
い言ったJ
T ｢2人が言イたことは同じことですかb遠いま
すか.j
c｢同じだと思いますbわけは,(図を指Lながら)
1組は2組より3人多いし,2組は1組より
3人少ないからですh｣
(中略)
T｢では,式はどうなりましたかた｣
C ｢34+3-37 等フ:L37人です｡｣
C ｢u ･34-37｣
T ｢何で足し算になりますかO｣
C r(レlで説明L′kか/))]組は2組より3人少/+I
いので,2組が1組より3人多いから足し算に
なる｡l
(Lf'#)
T ｢34+3と3+34とでは,どちらがいいで
すか｡｣
C｢テープ図が反対になるから3+34はダメで
す｡j
T ｢3+34だったらテープ図が反対になります
か｡｣(1組のテープと2組のテープを交換して,
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1組のテープを2組より3人分多くする｡)
crこの図だと2組は1組より3人少なくなるの
で,34-3になる｡｣
C ｢テープ図を反対にしたら3+34にならな
い｡｣
T ｢じゃあ,3+34だとどんな問題になります
か｡｣
C ｢1組は3人います｡2組は1組より34人多
いそうです｡】
この後,足し許と引き算の意味について振り返
り.34+3が正しいことをおさえた｡
(後略)
5 成果と課題
(1) 成果
① 問題提示 ･自力解放の=夫について
多くの児竜がテープ回から数立件日系を読み
取り,間借を4文で表すことができた｡また,
テ-プ図の差の部分が間壇のキーポイントに
なることをつかんで,間組を解決することむ
できた｡学習の振り返りから多くの児藍が図
を手掛かりにして問題解決を図っていること
が分かった｡
これらのことから問題提示 ･自力解決で行
った3つの工夫は,テープ図と問題文との関
連付けを図りながら閉篭を把握させたり.防
道立てて考えさせたりすることに有効に働く
のでないかと考える｡
② 練り上げの工夫について
｢○○ならば図が00になる｡｣｢00なら
式が○○になる｡｣など,吉葉だけでなくテ-
プ図や式を根拠にして説明する姿が見られた｡
3つの袈現方法を用いて関連付けて説明させ
ることは,テープ図 ･問頒文 ･式の相互の理
解を深め,筋道立てて考えたり説明させたり
することに有効に働くのではないかと考える.
また,よい説明の仕方として図や式,間鰭
文を指すことを指導したことや,式や問題文
を発表する児童とその説明をする児蛍を分け
たことも有効な手立てとなったのではないか
と考える｡
(2) 課願
児竜は,自分の考えを多様な凄現方鮭を用い
て説明することができたものの,順序良く税明
することができなかった.今後,自分の考えを
ノー トに箇条で.ifく活動や小鶴川を用いて説明
し合う活軸などを取り入れ,より筋道立てて裁
現する力を育てていきたい.
また,テープ図から間脱文が考える活動折
本単元のねらいである逆!]Llh考で閃舷の解決をは
かることに対して有効な手立てになったのか,
卜分に検証することができなかった｡今後,図
を読む活動の在り方について探っていきたいと
考える｡
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